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	応用
	抗原情報
	背景
	E1複合体からユビキチンを受け取り、他のタンパク質への共有結合を触媒する。in vitroでは、「Lys-11」および「Lys-48」結合ポリユビキチン化を触媒する。E2 CDC34およびSCF(FBXW11) E3リガーゼ複合体と連携してNFKBIAのポリユビキチン化を促進し、その後のプロテアソーム分解に繋げる。イニシエーターE2として機能し、リン酸化NFKBIA標的の「Lys-21」および/または「Lys-22」部位をモノユビキチンでプライミングする。その後、CDC34によってユビキチン鎖伸長が行われ、UBE2D3によってプライミングされたNFKBIA結合ユビキチンからユビキチン鎖が構築される。また、RNF8と連携してPCNAのプライミングにおいてもイニシエーターE2として機能する。 PCNAのモノユビキチン化とそれに続くポリユビキチン化は、S期に紫外線や化学物質によるDNA損傷を受けた後に活性化されるDNA損傷耐性（DDT）経路において必須のプロセスです。BRCA1/BARD1 E3リガーゼ複合体と結合し、電離放射線によるDNA損傷部位でユビキチン化を行い、DNA修復を促進します。ユビキチン化はDAPK3を標的とし、核内での前骨髄球性白血病タンパク質核小体（PML-NB）の形成に関与します。MDM2およびTOPORS E3リガーゼと連携して、p53/TP53のユビキチン化を行います。NRDP1を介したERBB3およびBRUCEのユビキチン化と分解を促進し、アポトーシスを誘発します。 CBL E3リガーゼと連携して、EGFRを標的とし、細胞膜におけるポリユビキチン化、ならびにエンドソームへの内部移行および輸送を促進します。また、STUB1 E3品質管理E3リガーゼと連携して、折り畳まれていないタンパク質をユビキチン化し、その即時的な破壊を触媒します。
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	ユビキチン結合酵素 E2 D3 抗体を使用した、K562、ラット脳、C6、3T3、Hela 溶解物中の UBE2D3 のウエスタン ブロット分析。

